
りよだ館書図
中学生版

２０２３年４月特別号 令和５年４月１５日

＜毛呂山町立図書館＞

住所 ： 毛呂山町岩井西４－１８－１

TEL ： ２９５－１０１５ / FAX ： ２９４－８６２３

＜図 書 館 URL＞ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｌｉｂｒａｒｙ.ｍｏｒｏｙａｍａ.ｓａｉｔａｍａ.ｊｐ

＜毛呂山町 URL＞ ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｍｏｒｏｙａｍａ.ｓａｉｔａｍａ.ｊｐ
＜開館時間＞ 火～金 ９：３０～１９：００ ， 土日・祝日 ９：３０～１７：３０

【４月のカレンダー】 【５月のカレンダー】

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１ ３０ １ ２ ３
憲 法 記

念日

４
みどりの

日

５
こどもの

日

６

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
映画会

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
映画会

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０
作家講

演会

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
青空お

はなし会

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７
おはな

し会

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９
昭和の

日

２８ ２９ ３０ ３１
整理休

館

№３５

…休館日

入学・進級

おめでとう♪

10時～おとな映画会「Coda あいのうた」

14時～子ども映画会「すみっコぐらし

～青い月夜のまほうのコ～」
10時～おとな映画会「BALLAD 名もなき恋のうた」

14時～子ども映画会「トムとジェリーの大冒険」

毛呂山町出身の柿田ゆかりさんに、絵本創作についておはなしいただきます。

かんたんなペープサート作りや、ご子息のマジシャン SANTAさんによるマジックも！

講 師 柿田 ゆかり 氏（絵本作家）

場 所 2階 視聴覚室

定 員 先着３０名 親子での参加可（小学生以上）

対 象 町内または近隣市町在住・在勤・在学の方

持ち物 はさみ・太めのペン

申込み ４月１３日（木）９：３０から受付開始（電話可） 『ゴートンさんのじゃがいも』

赤ちゃんとママ社

柿田ゆか

りさんの

絵本です

★図書館催し物のご案内★

※ 催し物は新型コロナウイルスの感染状況等により、中止･延期になる場合があります。



『美篶堂とはじめる本の修理と仕立て直し』
美篶堂／著 本づくり協会／監修 河出書房新社 022.8 ミ

大切な本を長く楽しむための修理のテクニックと仕立て直しのアイデア

を紹介します。カラー写真で一つ一つの手順をわかりやすく説明している

ので、自分で本を修理してみたくなった人にぴったりのノウハウ本です。

本をよみがえらせる 本を直すお仕事

『ルリユール』
村山 早紀／著 ポプラ社 913.6ムラ

風早の街でひと夏を過ごすことにな

った少女・瑠璃は、夢に導かれて訪れ

た洋館で、クラウディアという本の修復

や造本をするルリユール職人と出会

う。その手伝いをするうちに、瑠璃のな

かに秘められていた悲しみも修復され

ていく－。魔法のような手技を持つルリ

ユール職人と弟子の少女がくりひろげ

る、本を愛するひとたちの美しく不思議

な物語。

『横浜・山手図書館の書籍修復師は謎を読む』
宮ケ瀬 水／著 宝島社 B913.6 ミヤ

横浜の山手図書館でのアルバイトが決まった大学生の藤本読

也。図書の修復を手がける修復棟で、書籍修復師の波々壁の助手

をすることに。波々壁は修復に携わる一方、「物語に囚われている

人間を救い出す」仕事をしていて…。本だけでなく人の心も修復す

る、一風変わった修復師が登場するファンタジックなお話です。

『菜の花工房の書籍修復家』
日野 祐希／著 宝島社 B913.6 ヒノ

高校３年生の三峰菜月は、子どもの頃に宝物の絵本を直してくれた書籍修復家・豊崎俊

彦の工房の門をたたく。弟子入りをこばむ俊彦のもとで、菜月は期限付きを条件に書籍修復

の基礎を学び始め…。あこがれの夢に向かって突き進む菜月のお仕事青春小説です。

ここで

紹介した本は

図書館で

借りられるよ

『ルリユールおじさん』
いせ ひでこ／作 講談社 Ｅルリ

ソフィーの大事な植物図鑑がこわれてし

まった。町の人から「ルリユール」のところに

持っていくといいと聞いたソフィーは、ある路

地裏の工房を訪ねる。そこで、本づくり職人

のおじさんに図鑑を直してもらうことになり

…。本が修復されて生まれ変わっていく細

かい工程が紹介されていて、その丁寧な作

業の連続に感動します。本への愛情と職人

の誇りを描いた美しい絵本です。

『書籍修繕という仕事』
ジェヨン／著 牧野 美加／訳 原書房 022.8 ジ

傷んだ本を直す書籍修繕のお店をはじめた著者が、今まで修繕してきた印象深い本をとりあげて、

普段仕事をするうえで気をつけていることや感じたこと、印象に残ったエピソードなどを綴っています。

「誰かの大切な１冊」を修繕するのは責任ある仕事。ビフォー＆アフターの写真も見応えあります。

こわれた本を直す仕事はあまり知られておらず、呼び方も「書籍修復」「書籍修繕」「本の修理」など

ひとつに定まっておらずさまざま。でも、本を愛する気持ちはみんな同じです！
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